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インターバンクの声 （2015 年 12 月 2 日） 
 

１５日－１６日の米連邦公開市場委員会（FOMC）での利上げが確実視されて

いると言ってもやはりポジションを抱えている人たちにとっては、日々の指

標発表や要人発言などには引き続き神経質にならざるを得ないようだ。昨晩、

ニューヨーク市場の午前中に発表された１１月の米供給管理協会（ISM）によ

る製造業景気指数が、２００９年６月以来の低水準となる４８．６と、景気

の拡大と縮小の境目となる５０を割り込んで、一部にドルを手放す動きが見

られた。さすがに指標発表直後の対主要通貨でのドル下落は３０ポイント前

後に留まったが、昨日に関しては結局ニューヨーク市場の終盤までドルが反

発しにくい一日になってしまった。項目別の数字を見ると、生産指数や新規

受注が下落、輸出指数や在庫も低水準となったが、週末の雇用統計結果への

ヒントになる雇用指数は上昇している。同時刻に発表された１０月の建設支

出が予想を上回る数字だったことが、どれだけ ISM 景気指数に対するドル売

りのインパクトを和らげたのか判らないが、昨日の市場の反応で、まだそう

簡単にはドルが見慣れた水準から抜け出すのが難しいことが確認できた。 
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